
令
和
の
新
時
代
を
祝
し
て

富
田

淳

令
和
の
改
元
に
と
も
な
い
、
四
月
の
末
か
ら
五
月
の
初
め
に
か
け
て
、
か
つ
て
な
い
大
型
の

連
休
を
謳
歌
し
た
方
も
多
く
い
ら
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
は
展
覧
会
の
関
係
で
、
連
休

の
中
盤
が
出
勤
だ
っ
た
た
め
、
大
型
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
休
日
に
は
故
あ

っ
て
山
田
正
平
に
関
す
る
資
料
を
渉
猟
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
山
田
正
平
は
篆
刻
家
・
木
村
竹
香
の
次
男
と
し
て
新
潟
に
生
ま
れ
、

十
六
歳
の
時
に
上
京
、
山
田
寒
山
の
も
と
に
寄
寓
し
て
、
会
津
八
一
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
文
人
た
ち
に
目
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
山
田
正
平
が
二
十
歳
の
年
に
、
山
田
寒
山
は
六
十

四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
、
翌
春
、
山
田
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
、
二
十
八
歳
年
長
の

河
井
荃
廬
に
随
伴
し
、
西
泠
印
社
の
社
長
と
し
て
盛
名
を
馳
せ
る
七
十
六
歳
の
呉
昌
碩
に

教
え
を
受
け
る
も
の
の
、
山
田
正
平
は
日
本
人
ら
し
さ
を
前
面
に
押
し
出
し
た
刻
風
を
う

ち
立
て
、
芸
苑
に
長
く
君
臨
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

私
が
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
は
、
山
田
寒

山
の
代
表
作
『
羅
漢
印
譜
』
で
し
た
。
詳
細
は

省
略
し
ま
す
が
、
山
田
寒
山
が
刻
し
、
明
治

四
十
一
年
に
木
村
竹
香
が
上
梓
し
た
こ
の
印

譜
に
は
、
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
文
人
や
印
人
た
ち
が
参
画
し
、
書
や
画
や
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印
に
腕
を
ふ
る
い
、
錦
上
に
花
を
添
え
て
い
る
の
で
す
。

思
え
ば
、
山
田
寒
山
や
木
村
竹
香
が
活
躍
し
、
山
田
正
平
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
明
治

時
代
は
、
江
戸
期
以
来
の
漢
学
の
素
養
や
中
国
趣
味
が
ま
だ
ま
だ
色
濃
く
継
承
さ
れ
る
な

か
で
、
当
時
の
中
国
の
知
識
人
を
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
実
に
多
く
の
学
術
的
な
ま
で
の
漢

詩
文
や
書
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
漢
詩
文
が
い
か
に
盛
行
し
て
い
た
か
は
、
各
種
の

日
刊
新
聞
が
和
歌
や
俳
句
と
と
も
に
、
漢
詩
の
投
稿
欄
を
設
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
で

き
る
で
し
ょ
う
。

書
の
雑
誌
に
関
し
て
は
、
明
治
以
降
、
法
書
会
の『
書
苑
』
、
泰
東
書
道
院
の『
書
道
』
な
ど

が
陸
続
と
刊
行
さ
れ
始
め
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
執
筆
陣
た
る

や
、
政
界
学
界
の
有
識
者
や
中
国
の
文
人
た
ち
が
名
を
連
ね
、
記
事
も
相
当
に
高
度
な
内

容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
書
と
い
う
世
界
が
一
種
の
サ
ロ
ン
と
し
て
、
内
外
の
知
識
人
を

魅
了
し
、
異
業
種
間
の
交
流
を
深
め
る
格
好
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
、
平
成
を
へ
て
、
令
和
と
改
元
さ
れ
た
年
の
今
秋
、
本
学
会
は
東

京
国
立
博
物
館
で
第
三
十
回
と
な
る
大
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
山
田
正
平

の
生
誕
か
ら
百
二
十
年
。
明
治
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
盛
況
を
呈
し
た
書
学
の
成
果
の

多
く
は
、
紙
媒
体
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
現
在
で
は
、

書
学
の
質
も
量
も
大
き
く
変
貌
を
と
げ
、
電
子
媒
体
を
介
し
て
、
膨
大
な
情
報
が
発
信
さ

れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
我
々
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
諸
先
輩
が
た
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
盤
石
の
体
制
を
も
と
に
、
時
代
に
即
し
た
新
た
な
学
会
の
在
り
方
を
模
索
し
、
こ

の
伝
統
を
未
来
に
つ
な
い
で
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
ろ
、
東
京
国
立
博
物
館
で
は
天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
記
念
し
て

｢
正
倉
院
の
世
界

皇
室
が
ま
も
り
伝
え
た
美｣

を
開
催
し
ま
す
。
正
倉
院
宝
物
に
焦
点
を

あ
て
な
が
ら
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
を
も
加
え
て
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
国
際
色
豊
か
な
奥
深

い
文
化
を
ご
紹
介
す
る
内
容
で
す
。
書
の
作
品
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
西
交
流

の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
日
本
の
美
の
オ
ー
ラ
を
実
感
し
な
が
ら
、
本
大
会

を
通
し
て
、
今
後
我
々
が
め
ざ
す
べ
き
坂
の
上
の
星
を
探
す
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

(

副
理
事
長)
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第

回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

国
内
局

30

今
年
度
の
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、

月

日
（
土
）
・

10

26

日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
、

27開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
、
お
よ
び
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
以
降

に「
大
会
の
し
お
り
」
と
し
て
研
究
発
表
の
レ
ジ
ュ
メ
と
と
も
に
、

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
学
会
Ｈ
Ｐ
で
も
随
時
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
現
時
点
で
の
概
要
は
以

下
の
通
り
で
す
の
で
、
ご
予
定
下
さ
る
と
幸
い
で
す
（
一
部
変
更

が
あ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
下
さ
い
）。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

○
理
事
会

【

月

日
（土
）
】

10

26
時

分
～

東
京
国
立
博
物
館
（会
議
室
は
未
定
）

11

00

○
大
会

【

月

日
（
土
）】

10

26
時

分
～

受
付
開
始

12

30

東
京
国
立
博
物
館
（大
講
堂
）

時

分
～

時

分

開
会
式
、
総
会

13

00

14

00

時

分
～

時

分

第

回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

14

00

15

30

30

テ
ー
マ「
書
学
書
道
史
研
究
の
課
題
（仮
題
）」

時

分
～

時

分

第

回
大
会
記
念
講
演

15

40

17

40

30

テ
ー
マ「
近
百
年
の
中
日
書
法
交
流
に
つ
い
て
（
仮
題
）
」

講
演
者
：
蘇
士
澍
氏
（
中
国
書
法
家
協
会
主
席
）

通
訳
担
当
者
：
未
定

時

分
～

懇
親
会

18

00

（
上
野
精
養
軒
ま
た
は
東
天
紅
予
定
）

【

月

日
（
日
）
】

10

27

９
時

分
～

受
付
開
始

00

東
京
国
立
博
物
館
（大
講
堂
）

９
時

分
～

時

分

研
究
発
表
（
５
本
）

30

12

00

時

分
～

時

分

記
念
撮
影
・
昼
食

12

00

13

30

時

分
～

時

分

特
別
展
自
由
参
観

13

30

14

30

時

分
～

時

分

研
究
発
表
（
３
本
）

14

30

16

00

時

分
～

時

分

閉
会
式

16

00

16

10

○
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

・
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
、
ま
た
は
鶯
谷
駅
南
口
下
車
徒
歩

分
10

・
東
京
メ
ト
ロ

銀
座
線
・
日
比
谷
線
上
野
駅
、
千
代
田
線
根

津
駅
下
車
徒
歩

分
15

・
京
成
電
鉄

京
成
上
野
駅
下
車
徒
歩

分
15

・
台
東
区
循
環
バ
ス「
東
西
め
ぐ
り
ん
」
で
上
野
駅
・
上
野
公
園
バ

ス
停
か
ら
乗
車
し
、
１
つ
目
の
バ
ス
停
が
東
京
国
立
博
物
館
前

（２
分
）

○
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

役
員
・会
員
と
も
に
、
各
自
で
手
配
願
い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

【
書
学
書
道
史
学
会
事
務
局
】

〒
１
０
０
‐
０
０
０
３

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１
‐
１
‐
１

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
９
Ｆ

(

株)

毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
「
書
学
書
道
史
学
会
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
af-

syogaku
@
m
ynavi.jp

*
**
**
**
**
**
**
**
**
*
**
**
**
**
**
**
**
**
*
**
**
**
**

◎
非
会
員
の
大
会
参
加
に
つ
い
て

第

回
大
会
よ
り
、
会
員
が
引
率
す
る
非
会
員
の

27

大
会
参
加
費
は
１
名
無
料
と
な
り
ま
す
。



第

回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
研
究
発
表
者
募
集
要
項

国
内
局

30

今
年
度
、「
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
」
は
、
東
京
国
立
博

30

物
館
・
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
各
位
、
日
頃
の

研
究
成
果
に
つ
い
て
、
意
欲
的
か
つ
積
極
的
な
発
表
を
期
待
し
、
左

記
の
要
領
で
募
集
い
た
し
ま
す
。

記

①
発
表
日
・
・・
令
和
元
年

月

日
（日
）

10

27

②
発
表
時
間
・
・・
各

分
（発
表

分
、
質
疑
応
答

分
）

30

20

10

③
申
込
方
法
・
・
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
件
名
に

は
必
ず
「
書
学
書
道
史
学
会
大
会
発
表
申
込
（
氏
名
）
」
と
明
記

し
、「
所
属
・
氏
名
・
連
絡
先
」
を
記
し
た
上
で
、
発
表
内
容
の
題

目
と
、
発
表
内
容
の
要
旨
を
レ
ジ
ュ
メ
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
レ
ジ
ュ
メ
・
・
・
原
則
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
（
テ
キ
ス
ト
形
式
・
ワ
ー
ド
形

式
の
い
ず
れ
か
）
で
作
成
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
添
付
し
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

⑤
発
表
申
込
締
切
・・
・令
和
元
年
６
月

日
（
木
）
必
着

27

⑥
発
表
者
の
決
定
と
連
絡
・
・
・
大
会
で
の
発
表
者
は
、
６
月

日
30

（
日
）
に
開
催
予
定
の
常
任
理
事
会
に
て
協
議
・
決
定
し
、
採
否

を
個
別
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

⑦
９
月
下
旬
に「
大
会
の
し
お
り
（
含
レ
ジ
ュ
メ
集
）
」
を
全
会
員
へ
配

布
予
定
。
ま
た
、
確
定
し
た
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開

い
た
し
ま
す
。

※
注
記

・
大
会
の
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
30

号
（
令
和
２
年
度
秋
刊
行
予
定
）へ
の
論
文
投
稿
申
込
が
あ
っ
た
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
改
め
て
学
会
誌
へ
の
投
稿
申
込
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
学
会
誌
へ
の
論
文
投
稿
締
切
は
、
令
和
２
年
３
月

日
と
な
っ
て
お

31

り
ま
す
。
投
稿
後
、
原
稿
掲
載
の
採
否
は
査
読
委
員
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

・
こ
の
ほ
か
学
会
誌
関
連
で
の
ご
不
明
な
点
は
、
毎
日
学
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
内
「
書
学
書
道
史
学
会
編
集
局
」
宛
に
て
、
電
子
メ
ー
ル
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
発
表
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ

【
書
学
書
道
史
学
会
事
務
局
】

〒
１
０
０
‐
０
０
０
３

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１
‐
１
‐
１

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
９
Ｆ

(

株)

毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
「
書
学
書
道
史
学
会
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
af-

syogaku@
m
yn
avi.jp

事
務
局
よ
り
お
願
い

事
務
局

◆
年
会
費
に
つ
い
て

本
号
に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
会
費
納
入
は
、
７
月

日
ま
で
に
ご
納
入
く
だ
さ
い
。
な

10

お
、
平
成

年
３
月
現
在
、
会
費
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
本
年

31

度
分
に
滞
納
年
度
分
を
加
算
し
た
金
額
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
速
や
か
に
全
額
を
ご
納
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
３
年
以
上
滞
納

の
方
は
、
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
長
期
会
費
滞
納
者
の
自
動

退
会
（除
籍
）
制
」
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
退
会
（除

籍
）
適
用
対
象
者
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
退
会
届
提
出
の
年

度
分
ま
で
の
合
算
額
に
お
け
る
学
会
費
の
請
求
権
は
消
滅
し
ま
せ

ん
。
本
件
に
関
し
て
、
会
員
台
帳
別
表
に
て
管
理
の
上
、
適
宜
納
入

請
求
を
続
け
る
こ
と
が
総
会
に
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
会
員
の「
会
員
変
更
手
続
き
」に
つ
い
て

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用
の
方
）
が
大
学

院
を
修
了
、
ま
た
は
満
期
退
学
・
中
途
退
学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
学
籍
を
失
っ
た
時
（
学
生
証
の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た
時
）

に
、「
学
生
会
員
資
格
終
了
」
と
す
る
も
の
で
す
。
該
当
の
方
で
、

引
き
続
き
一
般
会
員
と
し
て
留
ま
る
場
合
、
必
ず
会
員
変
更
手
続

き
（「
会
員
変
更
申
込
書
」
の
提
出
）
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、

今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
っ
た
方
は
、
至
急
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。「
会
員
変
更
申
込
書
」
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
会
員
変
更
手
続
き
に
よ
り
、
自
動
的
に
一

般
会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
な
お
、「
会
員
変
更
申
込
書
」

下
の「
紹
介
会
員
氏
名
」「
役
員
推
薦
氏
名
」「
理
事
会
承
認
」
各

欄
は
、
無
記
入
で
結
構
で
す
。

「
会
員
変
更
手
続
き
」
を
含
め
、
そ
の
他
の
問
合
せ
や
書
類
送

付
先
は
、
本
会
報
一
面
の
事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

Ｅ
メ
ー
ル
：maf-syogaku

@
m
ynavi.jp

）
へお
願
い
し
ま
す
。

◆
会
員
名
簿
発
行
に
伴
う
情
報
提
供
の
お
願
い

一
昨
年
度
、
会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
発
行

の
予
定
で
す
。
会
員
各
位
の
諸
項
目
の
加
筆
修
正
や
ご
知
友
の
会

員
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
の
問
合
せ
や
情
報
提

供
は
、
本
会
報
一
面
の
事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

Ｅ

メ
ー
ル
：maf-syo

gaku@
m
ynavi.jp

）へお
願
い
し
ま
す
。

（ 3 ） 会 報 No.37 / 2019. 5.20



各
局
報
告

国

内

局

別
項
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
通
り
、
本
年
度
は
東
京
国
立
博
物
館
に
特
別
な
お
計

ら
い
を
い
た
だ
き
、
第

回
の
記
念
大
会
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
担
当
窓
口
は
富
田
淳

30

先
生
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
在
勤
の
理
事
な
ら
び
に
幹
事
、
ま
た
関
係
会
員
よ

り
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
会
員
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
意
欲
的
な
ご
発
表
な
ら
び
に
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
国
内
局
長

笠
嶋

忠
幸
）

国

際

局

昨
今
の
中
国
に
お
け
る
書
の
研
究
は
、
出
版
だ
け
で
な
く
電
子
媒
体
を
も
含
め
て
、
実
に

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
見
ご
た
え
の
あ
る
展
覧
会
は
も
ち
ろ
ん
、
最
新
の
研
究
成

果
が
矢
継
ぎ
早
に
発
信
さ
れ
、
目
が
離
せ
な
い
状
況
で
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
や
、
国
外
の
研
究
誌
に
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
か
た
も

多
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
国
際
局
で
は
、
中
国
大
陸
・
台
湾
・
韓
国
・
欧
米
な
ど
の
博
物
館
や

美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
書
画
に
関
す
る
展
覧
会
、
あ
る
い
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究

発
信
の
状
況
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（国
際
局
長

富
田

淳
）

学

術

局

〔
学
会
誌

号
の
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
登
載
〕

28

２
０
１
８
年

月

日
刊
行
の『
書
学
書
道
史
研
究
』

号
を
年
度
内
の
３
月

日
に
Ｊ

10

31

28

29

―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
公
開
し
、
即
日
、
本
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
な
お
今

後
、
こ
の
費
用
は
学
術
局
経
費
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

〔
Ｗ
Ｅ
Ｂ「
学
会
名
鑑
」実
態
調
査
回
答
と
結
果
公
表
〕

内
閣
府
日
本
学
術
会
議
事
務
局
か
ら
平
成

年
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体

30

に
対
す
る
実
態
調
査
が
あ
り
、
２
０
１
９
年
１
月

日
に
回
答
し
ま
し
た
が
、
３
月
４
日
、「
学

25

会
名
鑑
」に
て
同
調
査
結
果
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

〔
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
発
行
機
関
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
〕

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
か
ら
標
記
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
、
２
０
１
９
年
１
月

日
に
回
答
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
局
内
で
情
報
を
共
有
し
て
諮
り
つ
つ
、
務
め
を
果
た

31し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
術
局
長

森
岡

隆
）

研

究

局

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
に
よ
る
２
０
１
９
年
度
研
究
計
画
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
細
は「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
／
２
０
１
９
年
度
募
集
要
項
」
と

「
２
０
１
９
年
度
書
学
書
道
史
学
会
「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」応
募
研
究
計
画
書
」
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

■
研
究
期
間
：
２
０
１
９
年
９
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月

日
の
二
年
間

31

■
研
究
促
進
助
成
金
：
一
件
に
つ
き

万
円
（三
件
ま
で
採
択
）

30

■
申
請
受
付
期
間
：２
０
１
９
年
６
月
１
日
（土
）〜
６
月
７
日
（
金
）

■
申
請
方
法
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
「
２
０
１
９
年
度
書
学
書
道
史
学
会
「
研
究
促
進
助
成

金
制
度
」
応
募
研
究
計
画
書
」
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
形
式
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
受
付

期
間
内
に
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
（添
付
フ
ァ
イ
ル
）で
申
請
し

て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：maf-

syogaku@
m
ynavi.jp

■
問
い
合
わ
せ
方
法
：
Ｅ
メ
ー
ル
の
み
（「
２
０
１
９
年
度
研
究
助
成
問
い
合
わ
せ
」
と
ご
記
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入
下
さ
い
）

２
０
１
４
・
２
０
１
５
（
平
成

・

）
年
度
、
２
０
１
６
・
２
０
１
７
（
平
成

・

）
年
度
に
引

26

27

28

29

き
続
き
、
２
０
１
８
・
２
０
１
９
（
平
成

・

）
年
度
の
研
究
局
は
、
河
内
利
治
局
長
、
福
田
哲

30

31

之
・
永
由
徳
夫
両
副
局
長
、
権
田
瞬
一
・
角
田
健
一
両
幹
事
の
五
名
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
研
究
局
に
関
す
る
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
上
記
問
い
合
わ
せ
先
か
局
員
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
研
究
局
長

河
内

利
治
）

編

集

局

今
年
度
の
編
集
局
も
、
菅
野
智
明
、
髙
橋
利
郎
、
橋
本
貴
朗
の
各
理
事
と
、
増
田
知
之
、

成
田
健
太
郎
、
柳
田
さ
や
か
の
各
幹
事
が
担
当
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
学
会

誌
の
編
集
業
務
を
中
心
に
、
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
学
会
誌
への
論
文
投
稿
は
、
学
会
サ

イ
ト
に
掲
げ
る
投
稿
規
定
を
熟
読
の
上
、
遺
漏
な
き
よ
う
ご
対
応
願
い
ま
す
。
投
稿
は
紙
媒

体
の
郵
送
と
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
用
い
な
い
よ
う
、
特
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
会
発
表

者
以
外
の
投
稿
で
は
、
発
行
前
年
の
十
二
月
末
ま
で
に
、
論
文
要
旨
（
八
百
～
千
字
）
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（編
集
局
長

菅
野

智
明
）

事

務

局

［
平
成

（令
和
元
）
年
度
事
業
・
活
動
計
画
（
案
）
］

31

本
来
な
ら
ば
、
総
会
に
て
承
認
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
、
こ
こ
に

提
示
し
ま
す
。
変
更
等
も
あ
り
え
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

５
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

20

37

６
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

27

30

６
月

日

第

期
第
３
回
常
任
理
事
会
（
於

大
東
文
化
会
館
）

30

15

９
月
下
旬

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

30

月

日

第

回
定
例
理
事
会
（於

東
京
国
立
博
物
館
）

10

26

64
第

回
大
会
１
日
目
（
於

東
京
国
立
博
物
館
）

30

月

日

第

回
大
会
２
日
目
（於

東
京
国
立
博
物
館
）

10

27

30

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

10

31

29

月
中
旬

第

期
名
簿
発
行
及
び
発
送

12

15

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

12

31

30

１
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

38

２
月
中
旬

第

期
役
員
選
挙
投
票
締
切

16

２
月
中
旬

第

期
役
員
選
挙
開
票
（
於

大
東
文
化
会
館
）

16

３
月
上
旬

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
会
議
（
於

大
東
文
化
会
館
）

３
月
中
旬

第

回
（
臨
時
）
理
事
会
（於

大
東
文
化
会
館
）

65

３
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

30

（
事
務
局
長

髙
城

弘
一
）

新
入
会
員
紹
介

事
務
局

〈
学
生
会
員
〉

入
倉
祐
子

筑
波
大
学
大
学
院

小
畠
徳
仁

筑
波
大
学
大
学
院

酒
井
杏
子

大
東
文
化
大
学
大
学
院

史
清
晨

大
東
文
化
大
学
大
学
院

庄
司
滉
一

大
東
文
化
大
学
大
学
院

鈴
木
吉
貴

筑
波
大
学
大
学
院

鈴
木
真
凜

筑
波
大
学
大
学
院

石
永
峰

関
西
大
学
大
学
院

登
坂
百
香

筑
波
大
学
大
学
院

滑
田
一
樹

大
東
文
化
大
学
大
学
院

村
田
萌

大
東
文
化
大
学
大
学
院

※
平
成

年

月
～
平
成

年
４
月
に
申
請
さ
れ
た
方
（五
十
音
順
）

30

10

31



書
学
書
道
史
学
会

大
会
の
歩
み

事
務
局

【
書
学
書
道
史
学
会
大
会
】

第
１
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
０
年

月

日

11

23

開
催
地:

東
京
大
学
（東
京
・文
京
区
）

第
２
回
大
会
／
開
催
日:
１
９
９
１
年

月

日

11

23

開
催
地:
東
京
大
学
（
東
京
・
文
京
区
）

第
３
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
２
年

月

日

11

21

開
催
地:

京
大
会
館
（
京
都
・
京
都
市
）

第
４
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
３
年

月

日

11

20

開
催
地:

大
東
文
化
大
学
（
東
京
・
板
橋
区
）

第
５
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
４
年

月

日

11

19

開
催
地:

澄
懐
堂
美
術
館
（
三
重
・
四
日
市
）

第
６
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
５
年

月

日

11

11

開
催
地:

諸
橋
轍
次
記
念
館
（
新
潟
・
南
蒲
原
郡
）

第
７
回
大
会
／
開
催
日
：
１
９
９
６
年

月

日

11

16

開
催
地:

近
つ
飛
鳥
博
物
館
（
大
阪
・
南
河
内
郡
）

第
８
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
７
年

月

日

11

22

開
催
地:

淑
徳
大
学
（埼
玉
・入
間
郡
）

第
９
回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
８
年

月

日

11

21

開
催
地:

筑
波
大
学
（
茨
城
・
つ
く
ば
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

１
９
９
９
年

月

日

10

11

13

開
催
地:

京
都
女
子
大
学
（京
都
・京
都
市
）

第

回
大
会
（兼
）第
４
回
国
際
書
学
研
究
大
会

11

／
開
催
日
：
２
０
０
０
年
９
月

日
～

日

15

17

開
催
地:

日
本
教
育
会
館
（
東
京
・
千
代
田
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
０
１
年

月

日
～

日

12

11

10

11

開
催
地:

埼
玉
大
学
（埼
玉
・さ
い
た
ま
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
０
２
年

月

日
～

日

13

11

16

17

開
催
地:

京
都
教
育
大
学
（京
都
・京
都
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日
：２
０
０
３
年

月

日
～

日

14

10

11

12

開
催
地:

藤
女
子
大
学
（北
海
道
・札
幌
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
０
４
年

月
６
日
～
７
日

15

11

開
催
地:

東
京
大
学
（
東
京
・
文
京
区
）

大
東
文
化
大
学
（
東
京
・
板
橋
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日
：２
０
０
５
年

月

日
～

日

16

10

29

30

開
催
地:

四
国
大
学
（徳
島
・徳
島
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日
：
２
０
０
６
年

月

日
～

日

17

11

11

12

開
催
地:

大
阪
教
育
大
学
（
大
阪
・
柏
原
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日
：
２
０
０
７
年

月

日
～

日

18

11

17

18

開
催
地:

筑
波
大
学
（茨
城
・つ
く
ば
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
０
８
年

月

日
～

日

19

11

29

30

開
催
地:

神
戸
大
学
（兵
庫
・神
戸
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
０
９
年

月
７
日
～
８
日

20

11

開
催
地:
日
本
大
学
（
東
京
・
世
田
谷
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
０
年

月

日
～

日

21

10

23

24

開
催
地:

安
田
女
子
大
学
（広
島
・広
島
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
１
年

月

日
～

日

22

11

12

13

開
催
地:

大
東
文
化
大
学
（
東
京
・
板
橋
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
２
年

月

日
～

日

23

11

17

18

開
催
地:

別
府
大
学
（大
分
・別
府
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
３
年

月
９
日
～

日

24

11

10

開
催
地:

跡
見
学
園
女
子
大
学
（
東
京
・
文
京
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
４
年
９
月

日
～

日

25

13

14

開
催
地:

花
園
大
学
（京
都
・京
都
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
５
年

月
３
日
～
４
日

26

10

開
催
地:

國
學
院
大
學
（東
京
・渋
谷
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
６
年

月
１
日
～
２
日

27

10

開
催
地:

滋
賀
大
学
（
滋
賀
・
大
津
市
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
７
年

月

日
～

日

28

11

25

26

開
催
地:

日
本
大
学
（東
京
・世
田
谷
区
）

第

回
大
会
／
開
催
日:

２
０
１
８
年

月

日
～

日

29

10

27

28

開
催
地:

岐
阜
女
子
大
学
（
岐
阜
・
岐
阜
市
）

第

回
大
会
／
開
催
予
定
日:

２
０
１
９
年

月

日
～

日

30

10

26

27

開
催
予
定
地:

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
・台
東
区
）

【
研
究
発
表
会
】

第
１
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
０
５
年
９
月

日
18

開
催
地:

大
東
文
化
大
学
（東
京
・板
橋
区
）

研
究
余
話:

河
野
隆
「
二
世
中
村
蘭
臺
の
書
画
篆
刻
―
一
つ

の
文
人
像
―
」

第
２
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
０
６
年
９
月

日
23

開
催
地:

大
東
文
化
大
学
（東
京
・板
橋
区
）

研
究
余
話:

浦
野
俊
則「
改
刻
さ
れ
た
甲
骨
文
字
」

第
３
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
０
７
年
９
月

日
24

開
催
地:

大
東
文
化
大
学
（
東
京
・
板
橋
区
）

研
究
余
話:

澤
田
雅
弘
「
刻
法
と
筆
法
の
怪
し
い
関
係
」
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第
４
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
０
８
年
９
月

日
21

開
催
地:

日
本
大
学
（東
京
・世
田
谷
区
）

研
究
余
話:

富
田
淳
「
題
跋
識
語
に
み
る
翁
方
綱
と
李
宗
澣
」

第
５
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
０
９
年
７
月
５
日

開
催
地:
跡
見
学
園
女
子
大
学
（
東
京
・
文
京
区
）

研
究
余
話:

森
岡
隆
「
万
葉
歌
最
古
木
簡
の
発
見
」

第
６
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
１
０
年
６
月

日
20

開
催
地:

花
園
大
学
（京
都
・京
都
市
）

意
見
交
換
会:

「
書
の
見
方
・感
じ
方
」を
め
ぐ
る
座
談
会

第
７
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
１
１
年
６
月

日
26

開
催
地:

跡
見
学
園
女
子
大
学
（東
京
・文
京
区
）

意
見
交
換
会:

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
の
歴
史
と
あ
り
方
」
を

め
ぐ
る
座
談
会

第
８
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
１
２
年
６
月

日
24

開
催
地:

日
本
大
学
（東
京
・世
田
谷
区
）

意
見
交
換
会:

「
若
手
研
究
者
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
」
を

め
ぐ
る
座
談
会

第
９
回

研
究
発
表
会
／
開
催
日:

２
０
１
３
年
６
月

日
23

開
催
地:

大
阪
教
育
大
学
（大
阪
・大
阪
市
）

意
見
交
換
会:

「
あ
な
た
（私
）
に
と
っ
て
の
書
の
魅
力
」を
め
ぐ

る
座
談
会

【
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
】

第
１
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
０
４
年
２
月

日
27

開
催
地:

五
島
美
術
館
（
東
京
・
世
田
谷
区
）

「
宇
野
雪
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
日
本
の
名
品
」

第
２
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
０
６
年
２
月

日
27

開
催
地:

京
都
国
立
博
物
館
（
京
都
・
京
都
市
）

第
３
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
０
７
年
２
月

日
11

開
催
地:

淑
徳
大
学
（埼
玉
・入
間
郡
）

第
４
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
０
８
年
２
月

日
23

開
催
地:

京
都
国
立
博
物
館
（京
都
・京
都
市
）

第
５
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
０
９
年
３
月
８
日

開
催
地:

東
京
国
立
博
物
館
（東
京
・台
東
区
）

「
法
帖
と
帖
学
派
」

第
６
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
１
０
年
３
月
６
日

開
催
地:

早
稲
田
大
学
（東
京
・新
宿
区
）

第
７
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:
２
０
１
１
年
２
月

日
13

開
催
地:
大
阪
市
立
美
術
館
（
大
阪
・
大
阪
市
）

第
８
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
１
２
年
３
月
３
日

開
催
地:

出
光
美
術
館
（東
京
・千
代
田
区
）

「
古
筆
手
鑑

国
宝
『
見
努
世
友
』
と『
藻
塩
草
』
」

第
９
回

会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

／
開
催
日:

２
０
１
３
年
３
月

日
17

開
催
地:

泉
屋
博
古
館
（
京
都
・
京
都
市
）

【
そ
の
他
】

後
援
「
林
業
強
氏
に
よ
る
講
演
会
」

／
開
催
日:

２
０
１
１
年
３
月

日
19

場
所:

東
京
国
立
博
物
館
（東
京
・台
東
区
）

講
師:

林
業
強
氏
（
香
港
中
文
大
学
文
物
博
物
館
館
長
）

題
目:

「
中
国
古
代
の
碑
帖
に
関
す
る
研
究
と
鑑
定
方
法

に
つ
い
て
～
自
ら
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
～
」

後
援
「
大
東
文
化
大
学
書
道
学
会
主
催
講
演
会
」

／
開
催
日:

２
０
１
３
年
７
月

日
13

場
所:

大
東
文
化
大
学
（東
京
・板
橋
区
）

講
師:

傅

申
氏
（
元
米
国
フ
リ
ー
ア
美
術
館
中
国
芸
術

部
主
任
）

題
目:

「
日
本
残
巻
本
よ
り〈
故
宮
本
自
叙
帖
〉
が
北
宋
影

写
本
で
あ
る
こ
と
の
確
認
」

【
出
版
事
業
】

『
国
際
書
学
研
究
／
２
０
０
０
』（
萱
原
書
房
、
２
０
０
０
年
）

『
日
本･

中
国･

韓
国

書
道
史
年
表
事
典
』
（
萱
原
書
房
、
２
０
０
５
年
）

『
書
学
書
道
史
論
叢
／
２
０
１
１
』（
萱
原
書
房
、
２
０
１
１
年
）

※
今
号
の
掲
載
に
は「
会
員
参
加
に
関
わ
る
行
事
等
の
記
載
」
と
限
定

し
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
ま
し
た
会
報
を
も
と
に
情
報
の
収
集
を
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
０
０
年
（
会
報
発
行
）
以
前
の
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
改
め
て
整
理
を
行
う
予
定
で
す
。

※
発
表
者
等
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
書
学
書
道
史
学
会
大
会
の

歩
み
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第

回
大
会
以
降
は
、
今
後
更
新

21

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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談

話

室

中
国
式
学
力
観
と
書
法
教
育

草
津

祐
介

日
本
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
三

つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
べ
く
、
各
教
科
の

学
習
内
容
が
再
編
さ
れ
た
。

中
国
に
お
い
て
も
、
中
国
式
学
力
観
と
で
も
い

う
べ
き
「
核
心
素
養
（
中
核
と
な
る
資
質
）
」
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
の「
核
心
素
養
」
の
内
容
が
非
常
に

興
味
深
い
。
中
国
で
は「
核
心
素
養
」
と
し
て
、

「
文
化
的
基
礎
」
、「
自
主
的
発
展
」
、「
社
会
参

加
」
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
、「
文
化
的
基
礎
」
中
の

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ「
人
文
的
知
識
」
の
一
要
素
「
審

美
情
趣
」
に
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
理
解
を
高
め

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の「
核
心
素
養
」

に
基
づ
い
た
教
育
課
程
が
今
後
編
成
さ
れ
て
い
く

と
、
中
国
の
書
法
教
育
に
今
後
い
か
な
る
変
化
が

起
こ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
深
く
注
視
し

て
い
き
た
い
。

平
成
の
節
目
を
迎
え
て

田
中

春
菜

平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
移
り
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
最
中
、
私
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
一
大
行
事
と
し
て
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二

十
四
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た「
井
茂
圭
洞
先
生
文

化
功
労
者
顕
彰
記
念
祝
賀
会
」
が
あ
る
。
会
の
一

員
と
し
て
、
ほ
ぼ
最
年
少
で
あ
る
私
の
参
加
は
大

変
恐
縮
で
あ
り
、
あ
る
意
味
、
一
つ
の
歴
史
を
一

番
遠
い
場
所
か
ら
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
同
時

に
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
書
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

結
局
、
答
え
は
出
な
い
ま
ま
だ
が
、
で
き
な
い

こ
と
や
知
ら
な
い
こ
と
に
あ
り
が
た
み
を
感
じ
な

が
ら
、
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
際
は
学
校
教

育
と
し
て
の
書
道
を
、
大
学
院
で
は
研
究
を
、
と

い
う
よ
う
に
今
の
自
分
の
置
か
れ
た
環
境
で
で
き

る
こ
と
を
一
つ
一
つ
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

龍
門
造
像
記
の
書
風
で「
令
和
」

松
尾

光
晴

先
日
新
元
号
が「
令
和
」
に
決
定
。
書
塾
等
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
拝
見
す
る
と
、「
令
和
」
熱
真
っ
盛
り
。

唐
代
楷
書
の
書
風
で
書
か
れ
た
も
の
が
散
見
す

る
。
こ
れ
は
実
用
書
が
主
に
唐
代
楷
書
を
扱
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
方
展
覧
会
の
会
場
で
は
、
楷
書
と
い
え
ば
北

魏
楷
書
に
立
脚
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
圧
倒

的
に
多
い
。
私
も
素
材
は
北
魏
楷
書
で
発
表
し
て

い
る
。
今
回
、
龍
門
造
像
記
で
制
作
す
る
な
ら

ば
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
の
か
と
考
え
、
造

像
記
の
中
で
も
有
名
な
二
十
品
を
調
べ
て
み
た
。

結
果
、「
令
」
字
は
三
文
字
。
牛
橛
・
一
弗
・
賀

蘭
汗
に
一
文
字
ず
つ
。「
和
」
字
は
九
文
字
。
牛

橛
・
一
弗
・
始
平
公
・
元
詳
・
解
伯
達
・
孫
秋
生

で
、
前
の
三
古
典
は
一
文
字
ず
つ
。
後
の
三
古
典

は
二
文
字
ず
つ
確
認
で
き
た
。
重
な
る
の
は
牛
橛

と
一
弗
。
共
に
方
筆
系
な
の
で
、
元
気
よ
く
堂
堂

と
揺
る
ぎ
な
く
制
作
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

巻
子
本
の
太
巻
軸
の
改
良

丸
山

猶
計

昨
秋
ま
で
の
九
年
半
、
九
州
国
立
博
物
館
に

赴
任
し
た
。
思
い
出
の
一
つ
に
、
泉
福
寺
焼
経
の

修
理
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
華
厳
経
の
巻
第

の
15

う
ぶ
な
巻
子
本
で
、
焼
損
に
よ
り
炭
化
し
た
当

初
の
軸
端
の
一
つ
が
残
る
。
従
来
巻
子
本
の
太
巻

軸
は
、
円
筒
形
を
横
に
二
つ
に
割
っ
た
中
に
元
軸

を
収
め
る
構
造
が
一
般
的
だ
が
、
そ
う
す
る
と
、

太
巻
軸
が
接
す
る
元
軸
の
つ
け
根
数
ミ
リ
に
は
、

必
ず
縦
に
巻
癖
が
つ
く
。
構
造
上
や
む
を
得
な
い

が
、
何
と
か
解
消
し
た
い
。
修
理
者
に
相
談
を
持

ち
か
け
数
か
月
悩
ま
せ
た
。
太
巻
軸
を
元
軸
に

合
わ
せ
て
く
り
ぬ
き
、
く
り
ぬ
い
た
処
か
ら
ガ
イ

ド
と
な
る
紙
を
つ
け
て
元
軸
を
安
定
し
て
巻
き
こ

む
こ
と
に
成
功
し
た
。
何
と
も
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
だ

が
、
展
示
室
で
は
太
巻
軸
を
付
け
つ
つ
当
初
の
軸

端
も
ご
覧
頂
け
る
。
詳
し
く
は
、
九
博
紀
要
最
新

号
掲
載
の
、
修
理
業
者
「
宰
匠
」
の
論
考
を
参
照

さ
れ
た
い
。
こ
の
他
に
も
随
所
に
工
夫
が
詰
ま
っ

て
い
る
。

編

集

後

記

◆
昨
年
九
月
に
広
島
の
安
田
女
子
大
学
に
着
任

し
、
早
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
先
生
方
や
職
員

さ
ん
、
若
さ
溢
れ
る
学
生
た
ち
、
美
し
い
武
田
山

の
景
色
、
美
味
し
い
食
べ
物
に
日
々
励
ま
さ
れ
、

助
け
ら
れ
つ
つ
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
田
村
南
海
子
）

◆
昭
和
に
切
ら
れ
た
古
筆
に「
昭
和
切
」
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、「
平
成
切
」
と
い
っ
た
名
は
未
だ

に
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
か
で

作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
い
つ
か

「
令
和
切
」
な
る
も
の
も
作
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
古
筆
に
付
け
ら
れ
る
の
か
、
と
密
か
に
気
に

な
っ
て
お
り
、
新
時
代
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

（
野
中
直
之
）

◆
新
元
号
「
令
和
」
の
発
表
に
よ
っ
て「
令
」
の
書

き
方
が
一
時
期
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
画

は
縦
画
？
そ
れ
と
も
点
？
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

こ
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
が
、
手
書
き
文
字
に
対

す
る
世
間
の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
ら
れ
た
瞬

間
で
し
た
。
令
和
の
年
も
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
藤
森
大
雅
）

◆
令
和
元
年
が
本
学
会
創
設
三
十
周
年
と
重

な
り
ま
し
た
。
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
新
し

い
形
を
つ
く
っ
て
い
く
節
目
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

（
萱
の
り
子
）
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